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会 長 告 知 

☆ 司会進行  幹事 細川幸三 君 
 
                        
 
 
 
 
 
 
地区会員増強、会員維持委員会より表彰を受けました。 
 

 
 
会長 栗林久一 君 

 

皆さん、今晩は。先週は欠席者が多くて SAA が全員欠席で

司会進行が出来ないという事態になりましたが、会長エレクト

の龍田君が代行をしてくれましてことなきをえました。本日の

例会かちょっと期待していたのですが、SAA が欠席ということ

で残念です。直ぐに委員会を開いて頂いて義務を果たして頂

きたいと思います。 

昨日、有田南 RC の創 

立３５周年記念例会が橘 

屋にて開催され、出席し 

てまいりました。 

近隣クラブとして海南３ 

クラブ、有田２クラブ、御 

坊３クラブの会長が出席 

されていました。地区ガバナーは大澤さんお一人でした。 

友好クラブの韓国城南 RC から８名とその会員のご夫人も参

加されていましたので、２０名ちょっと出席されていました。記

念例会、そして祝宴と、にぎやかに過ぎていきました。 

短い時間ではありましたが、とても楽しい会でした。1 つ感

心させられたのは、例会の出席率が常に 93.55％以上で、と

にかく休む会員がとても少ないということです。私達も有田南

RC のように出席率を上げていけるよう頑張っていかなくてはと

感じました。 

 

 

  幹事 細川幸三 君 

○例会変更 

＊海南西 RC 5/24 例会は 5/20 大津三井寺方面西国巡り 

○市民教養講座チケット販売のご協力お願い。 

 

 

 

 

 「地区協議会、参加報告」 

 

 会員増強、広報 - 尾崎達哉 君 - 

会員増強対策の三大要素 

①新会員勧誘  ②退会防止  ③新クラブ結成 

クラブが地域の実情に応じて具体的な目標と実施方法を決め

る｡地区でそれを支援する。自分のクラブの活性化を維持､発

展させることが目標  ⇒ ロータリーの活性化につながる 

クラブでの会員増強方法 

１.クラブ会員全員で増強に責任を持つ。 

２.新会員に個人ではなくグループで対応する。 

３.基本的には活力のある､楽しいクラブ運営がなければ会員

増強と退会防止は実現できない。 

---------------- 

６つの退会防止案 

１．知らせる ２．招待する ３．入会させる ４．方向付けを与

える ５．教育する ６．参加させる 

「会員をロータリーに留め、ロータリーを会員の中に留める」 

---------------- 

広報の三大目標 

ロータリーのプログラムへ 

の地域住民の理解と協 

力を得る｡ 

クラブ会員候補者への 

入会の動機付けに利用する｡ 

会員に誇りと､さらにやる気をおこさせる｡ 

例；会費を下げた。＊最低義務出席率５０％とした。 

 その結果退会者ゼロ､新会員１５名となった。 

 

会員増強での問題点 

１．積極的に会員増強を行なう意識改革を行う。 

２．従来のロータリアンとしてのステイタスは変化した。それを 

受け入れる。 

３．会員の親睦、相互扶助と職業倫理を土台として、社会奉仕 

や国際奉仕も行なう。 

４．クラブ活性化に繋がる会員増強を。 

５．会員減少傾向を不況のせいだけにしない。 

６．「なぜ今ロータリーが必要か」を説明できること。 

７．最近の日本の大企業の非倫理性と横暴は目に余る。この 

時にこそロータリーの精神が求められている。 

８．クラブのマンネリ化を打破する。 

９．クラブ内の問題を改善する。 

10.若い方や女性に入会してもらう。 

  ロータリーの目標は抑制でなく、奨励です。 

受身でなく、積極的人生を奨励しています。 

本日のプログラム 

幹 事 報 告 



 

 

73.3% 100.0%⇒4月4日 の修正出席率

15名 3名 0 80.0%12名

会員数 欠席者 免除会員 出席率出席者

 

 国際奉仕部門 – 雑賀鈴夫 君 - 

 少し聞こえにくかったのですが、参加してまいりました。 

国際奉仕とは ⇒ 超我の奉仕と解される。 

現在先進国においてのロータリアンの数は減少の一途にあ

る。いずれは無くなってしまうかも知れない、しかし我々はだか 

らといって活動を又ロータリーを止めてしまう訳にもいかない。 

現在のロータリーにあれこれと施し、 

続けていかなければならない。 

この根底には、例会に 

出てきて親睦を深め、活 

動に参加する事を意識し 

なければならないと感じま 

した。 

 

 

 ロータリー財団 – 栗林久一 君 - 

未来の夢計画とは何でしょうか。2005 年 4 月に管理委員会

は未来の夢委員会を設置しました。当時、ロータリー財団最大

のプログラムはマウチング・グランドでした。日本では国際親善

奨学金が最大プログラムに変わっていき、1965 年から 2000 年

までの 35 年間で 1 万件、2000 年から 2004 年まで 5 年間で 1

万件のマッチング・グランドが実施されました。数の上で飛躍

的に増え、プログラムの種類も多く、当時 14 種類もの財団プロ

グラムがありました。効果的に寄付金を使う為に財団プログラ

ムを見直す必要性が生じました。 

単なる援助ではなく、接 

続性という観点が必要に 

なりました。小さな事業を 

数多く実施するより、大き 

な事業に力を入れるほうが、 

費用効果が高い。R1 理事会が 

2008 年 6 月、ロータリー財団の未来の夢計画を承認しました。

この計画はまず、100 地区で 2010 年 7 月 1 日から実施、その

地区をパイロット地区と呼びます。日本は 6 地区がパイロット地

区となり、現在 2 年目に入っています。 

2013年～14年度から世界中の地区が新制度の下で未来の

夢計画に参加します。新しい補助金は大きく分けて 2 種類で

す。1、ロータリー財団新地区補助金 2、ロータリー財団グロー

バル補助金 ポリオ・プラスは、引き続き優先事項であり、R1 と

ロータリー財団が組織を上げて取り組む唯一の個別に独立し

たプログラムとなります。 

 

 

 米山記念奨学会 – 白井 勇 君 - 

本年米山記念奨学会への特別寄付により第１回米山功労

者となったご縁もあり地区協議会の米山記念奨学委員長会議

に代理として出席させていただきました。米山記念奨学会は、

50 年以上の歴史を持つ日本のロータリー独自の国際奨学事

業で公益性が極めて高い見地から公益財団法人格を得てい

ます。 

 この奨学事業の財源は、全国のロータリアンの方々の寄付

金からなるもので奨学金の支給対象は、日本の大学・大学院

で勉学に励む外国人留学生を受け入れる為の資金でありま

す。 

 近年世情の変化により奨学支援に必要な 14 億 5000 万円

（年間 800 人の支援）の資金確保が難しくなり特別積立財産を

切り崩す状況にあります。 

 このような状況が続けば奨学生の支援人数も必然的に削減

せざるを得ない状況にあります。 

したがって皆様方の特別寄付への支援をよろしくお願いし

たいと言う旨の内容でした。 

 皆さん特別寄付には、税法上の優遇措置が受けられる等の

特典がありますのでよろしく 

お願いいたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 情報規定委員会 – 村上宗隆 君 - 

委員長 豊田泰史、他2 名の執行部で3 名の共通点はいず

れも弁護士で固めている所です。 

さて次年度の基本方針は３年に一度の規定審議会の年で

すが前年度の騒動で 2640 地区は何の案件も無く寂しい年と

なります。去年 12 月 31 日迄に各クラブからの立法案が締め切

られ今年 9 月 30 日に立法案集 

が地区に郵送される事にな 

っています。 

なお、2013 年 2 月 21 日 

までに賛否の意見をＲＩ総 

長に提出することになって 

います。 

 

 

 

 幹事部門 – 小池佳史 君 - 

 今回はパストガバナーの出席はなく、ガバナーノミニーの久

保治雄氏と、次期ガバナー補佐の廣本喜亮氏の２名で幹事部

門が開催されました。 

幹事の役割と責務について、説明がありました。 

その後、質問などもなく静かに終わりました。 

 

 

 

  幹事 細川幸三 君 
◇細川幸三 君(過分に) 度々の欠席申し訳ありません。次年

度の各委員長さん地区協議会ご苦労さまでした。 

◇栗林久一 君  龍田君先週ありがとうございました。 

◇雑賀鈴夫 君  龍田エレクト先週ありがとうございました。 

◇玉置幸史 君   〃 

◇白井 勇 君  ４／２９合同ゴミ拾いよろしく～ね。 

◇村上宗隆 君  龍田エレクトありがとうございました。協議会

ご苦労さまでした。 

◇龍田安廣 君  日曜日お疲れ様でした。 

 

 

  出席委員会  雑賀鈴夫 君 

 

出 席 報 告

ニ コ ニ コ 箱



 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

次回例会のご案内 
5/2 の例会は 

森 裕之 君、森本弘之 君 

両名の会員卓話です。 

♪ 牧場の朝 ♪ 
 

ただ一面に立ち込めた 
牧場の朝の霧の海 

ポプラ並木のうっすりと 
黒い底から 勇ましく 

鐘が鳴る鳴る かんかんと 


